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うしお 55.10

 水産養殖と 水(1)

 魚の董舳に際してまず1一,一一1題になるのは小の

 良し出しです。本試では水鏡σ)一服n'。」な⊥員口

 をつ}析して花殖業所に」一`えていますか.そσ)

 分析唄□かと一σ)ような意u末をあらわしている

 か,帥Ψに述べてみたいと出います。

水榊

 ウナギ,コイ,アユ等〃†1『1に」:って樽,讐、水

 舳,千1画木柵,斤叩水淵等が典なっています。

 (人1)イ川、]を』山じてレ)水洲佐化は,

 に大きな1、じ料を'」えますし足の成⊥。にもr舳系

 し.ひいては粁』1;1'lli」なことにまて枚ひますリ)

 て,査舳さハる爪†1丁1にと。て{l11度U)小が出る

 かはk-1;ノ∫1.一舳重てIす。その他水温は工(州細菌

 や川桝州解舳一有等σ)f);。、にも1保く関係し,

 小:1一■1.1か^いhl～)慨卓消仇=1モは!くきくな'〕ま

 す。一一,'J一,溶で』{酸40)飽Tl{モは小汕か.1-1」くな

 るfI1舳少するので飼育伴.=はにもミ';耕します。

 (ス11〕.舳1「舳1出水沽=1他

 一㌻省頂〃
川1

 1i117σ)一水がr11性ですが,地ド水が火」舳一1地

 相を流れてくねば微酸一1年,小成H地州・を流41L

 てくれば仙'支ア1しカリ1円1を小すものが多いとi亨

 われます.∠、傷蝕地〃の木はフミン欄やキ

 確等を㍍み確†りて,鉱111σ)木は鉱」末1こ(まハ

 る硫化鉄が水中て酸化さ41て進一雄硫縦になる

 ためljH2～3σ)1拍:階1-l1を示します。

 一方,〃木、鉱泉,石灰洞の水寺か“入す

 ればア几カリー1'1を小します,、こ0)他L上易手弁小

 やト水“こ舳刈する平1π々の打コ言楓や搬舳こ.よ/

 ても川は号し糟を・ヱけます。

 トHは1二.1山).ようなことを除いて一般n」」には

 溶作する炭砿がスと炭附;.'との濃度によって

 定まります。黄舳池ごは夜間,的物フランウ

 トンレ)口手1吸1こよるj尖酉套カスσ)坪コカ□カ;PHを廿氏ド

 させ,口問はlJ1化f乍川て炭脇ガスを11反収し,

 炭砿巾カ;万□ノ」く分解し、てIjH0ン■1'しか驚く干I'一高くな
 ることかあ'〕ます。夜間の炭確ガスの榊1口は

 魚芙如11液の川を低ドさせ,lr1市の酸素解.」櫛11

 線(日11液1110)ヘモゲロヒI㌧が鮒て酪素を円取

 する11年の酸素張力と離素含有量との関係)に

 も肥料を'」え.水中σ)酸素は充分でありなが

 ら角.に鼻ヒげの現象が上しることがあります。
 査.巾,池では魚0)榊世物や残飯等か腐敗して

 炭酸カIスを放出し酸†年となり,有一機物をアン

 モニアから市硝酸,硝酸にまで分解する硝酸

 細1拍や硫化水素や硫化物を硫酸にまてするイ

 オウ細岸1の作川により川は影料を一ユけます。

 循一環11出の池では脱窒素細菌が硝蔽,亜硝酸

 を窒素ガスに変える働きをするがこのパうシ

 スがくずれると'1三成した硝酉在てI川5配度にま

 でドり,摂餌不良等の」申因にもなります。

 この他念屈巾の溶解はア八カリ側ではノ1〈酸

 化物となって付容沈殿するので荷作〔そはなく

 なるが,酸」1生但11ては溶解肛か大きく鉛管,銅

 符などを寓蝕し'舟一1年を強くします。シラスウ

 ナギIの池てIよく1山船中κではないかと1-1-1jい合

 せかありますがH1州六にも洋一竜.する必娑があ

 るでしょう。又,小牛肋物はアンモニアの毒

 性1に敏感てI排泄さハーたアンモニア'打」Hか酸11'上

 のときは速やかにアンモニウムイオンの形に

 変化し.蚊字化されるが,P冊1高いと遊離アン

 モニア,アンモニア化合物(炭酸アンモニア,

 水酸化アンモニア等)となり帯性をあらわします。

 海水はPHが一定でありアルカリ度(後述)

 が大きく緩衝機能が極めて大きいので,海水
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うしお 55.10

 のP日が大幅に変化するときは余程多量の酸,

 アルカリ物質が外部から混入されたか,飼育

 環境に余程大きな変化があったと考えて対処

 すべきでしょう。これに対し淡水は微少量の

 酸,アルカリによって川ば変化します。

溶存酸素

 酸素は生命の維持に欠かせない物質ですが

 水中に1字在する酸素はせいぜい1～中に5～

 lOccです。深い井戸では無酸素の状態で汲

 みあげられることもあるのでハッ気したり水

 中等で酸素を導入することが必要です。水に

 溶けこむ酸素は水温,知王,溶解塩類等によ

 って決まります。海水に溶けこむ酸素量が淡

 水より少なかったり,低気圧が近づくとウナ

 ギのエサ喰いが悪くなるなどといわれるのも

 そのせいです。

 酸素は空気中から溶けこむ他植物の光合成

 によrて生産されます・ウナギ養殖池では植

 物プランクトンによって大部分が生産されま

 す。(表2)魚の酸素消費量は負極,大きさ,
 運動量,水温等によって異なっていますが,

 少くとも3cc/C以上は欲しいものです。

 生命維持の他,池中の酸素は有機物やその

 結果生.じろアンモニアの硝酸化など微生物の

 浄化作用にも深く関係し,酸素の供給が不十

 分だと底質が還一元状態になったり、硫化水素

 が発生し餌料効果が瓜くなったりします。

 (表2)ウナギ養殖池にわける1日の酸素収支

生距%消費%

 植物プランクトン

 不気中から落人

 地1F水など

ウナギ
89.2

フラノクトノ
7.2
ヘドロ

 3.6空中へ溶出

14.7

478

35.9

1.6

 アンモニア1唖硝酸

 地ド水寺のアンモニアは田畑等の腐蝕上,

 肥料,し尿,動物のふん尿等からの汚染が考

 えられます。しかしこれ等の汚染源が考えら
 れない深井戸等では硝酸態窒素が還元されて

 アンモニアが検出されることもあります。

 一方,養殖池では残飯,ふん等の有機物が
 バクテリアによって分解されアンモニアを生

 じます。コイ,ニジマス等からは魚体重100
 9につき1□に25ηアンモニアが分泌する

 といわれます。自然界に存在するアンモニア

 はふつう炭酸アンモニアの形で存在し,硝酸

 バクチりアの作用を受け亜硝酸,硝酸に酸化

 され,更にバクテリアの作用で還元され窒素

 ガスとなって放出されます。アンモニアはア

 オコ等の柄物プランクトンの栄養源として欠

かせないものですが,ニジマスではO.3ppm

 でへい死するといわれ,コイでは1.2冊m,シ

 ラスウナギでは20ppmで.有害とされています。
 塩素イオン

 水中の塩素イオンは主にNlll・1の形で存在し

 ているので飼育される魚種がどの程度の塩分

 濃度に耐えるか知ってわく必要があります。

 海水はアルカリ度が大きく水質の大きな変化

 はおこりにくいのですが,還元層が発達する

 と硫酸根を含んでいるので硫化水素か発生し

 やすくなります。又,アオコの繁殖に悪い影

 響を与えたりケンミジンコやワムシが発生し

 易く永変りがおこりやすい原因となります。
 一万,ウナギのシラス養成には浸透圧調節

 の関係で歩留り1日ヒに役立つ面もあります。

 硬度カルシウム

 軟水とか硬水とか言うことがありますが.

 これは水中のC“,Mg廿の量で硬度であらわし,
 50ppm以トを軟水、250ppm以上を硬水に分け
 ています。C11冊,M一十か重炭酸塩の形で含まれ
 るときは煮沸すると炭酸塩となって沈殿し軟

 水となるのでこれを一時硬水,硫酸塩,硝酸

 塩などのように水に溶けず煮沸しても軟水に

 ならないものを永久硬水と言います。水産に

 は余り関係ありませんが飲料水としてはある

 干■!度の硬水が良いとされています。

 カルシウムは有機物の分解を促進する件1用

 があり底質にわいてカルシウムが欠乏すると

 有機物の分解がうまくいかずアオコの栄養源
 が不足して水のできが悪くなることがありま

 す。このようなときは石灰を散布します。
(指宿分場北上)
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うしお 55.10

 種苗生産を経験して

 「獲る漁業から作る舳茉への車上映」という

 ことばを以■π」からよく∬にするものでしたが,

 例の200海弔騒動以来,1一作る肌茉」か改め

 て㌔↓一1'1され,またそσ)発展が利.たらσ)緊急課

 題とな一⊃て来ています、こi/はηtに従来レ)査

 舳漁.業の発展だけでなく,f1竈苗の放流等によ

 る沿岸および近海柳茱の允展をも.番.映するも

のてなくてはなりません・

 すてにこで1・1じの方も多いかと購いま寸が,

 蠣、栽培榊業セニターは庇■児“l11と鹿」十{巾を糾

 、刈打線L0)ほほ■11史,取水■市柊町工に{、一'.直し,

 これまでの本試垂水増殖センターの規榊を拡

 大し,帆たな細織として上ろ4月に閉所した

 ばかりです。/ムさ約4ヘケクールの敷地内に

 は如.介類師苗0パ山}〒乃けなうための人小さま

 ざまな水槽が律然と、π{ノしています。また一'1慢

 のひとつとして,同内はもらろん此帰的にも

 初めてといわれるコンピコー々一σ)遵べによ

 って,給餌.或いは水質環境の測''j二等が一「動

 的に行なわれ、冊苗㌦i}l1業狢が大いに汽力化

 されると同町に,時々刻々と役化する水槽内

 の状況を適確に把侮できるしくみになってい

 ます。■/センターの上な業描は
 1.角、介類の睡苗生帰供給

 2.阿苗量丙.技林∬の開発研究

 3.栽培術.業技術の開元研先および.淵汽

 4.河苗'1{」干上支{の研修およびI;、苧及指導

 とな1ていますが,只休的にはマダイ,イシ

クIIイ,ヒラメ,トうフクII,ウルマエビ,アワ

 ビI.トコプIシ,ヒオウギわよひバイ等のf1種苗

 牛吋.を子」・なうと共に,技術開発の候補に上が

っているスギ,シマアジ,イシガキダイわよ

 ひホラガIイ等の親魚、介類の盗成,或いは肝卵

 生態調査をf了なっています。

 ところで,私たらば業務を相Hする』二て,

 汗三∫(rl'・」`こ負し美貞と員実員0)2一)のクI'レーブ」'こ二1}け

 ていますが,上児セ)クーの誕生と時例.dしく

 して初めて魚類の†中苗生帰に携わることにな

 りました,。そして,すべてが辛川水験の半圷は

 あっという固に締過しましたか.これまでに

トうフグI,マグIイー,イシダIイわよぴクルマエ

 ビの植苗hてを締敬しましたのてI,感じた.点

 を2,3j上へてみたいと曜、います、、

 ます閉一に,今}胆は児に述べましたよう

 に,'一/センターの舳規泥胆,閑所という打殊

 なψ旧から,木末,年度を瓦ってfτなわねる

 帥苗乍πが4月一口を片一。て本格的に始ま・っ

 たり,コンビ・一ターをはじめとした装置類

 も不完↑な状硅でIσ)スクートてしたカ=,イシ

 タIIイを除いて敏のヒては各点、値とも設定さ才1一

 た生π川票を.正二まわり,まずまずの成栄をヒ

 げることがてきました。

 †采卯,椎仔魚の飼育管上■揮,出術と一連の行

 f一'を繰り返し締験した中で,」般的な魚、類0)

 陣苗生.汗は碓ヴされた一形式の応用て口J能な

 こと,またその成功は安定したワムシの大量

 培正の口∫■否に欠きく依一存していることを知り

 ました・今¢の場合,、余剰のワムシを予め凍

 結していましたのて,一口与それを解凍して∫」

 えることによって途中上した危機を乗り切る

 ことカ{できました。質砕」な問題も残されます

 が,入量培養がイく安定な乃〃=,このワムシを

 凍結して利用するブ∫法は賢明な策と思われま

 した。ワムシの質的向上に欠かせない餌料の

 クロレラも天候等の外的要因に大きく左右さ

 れ,種苗生帰の狐・礎となる餌料の部分にも木

 解決の問題がたくさんあろようてIす。

 マダイの種苗生産技術はほぼ確立されたと

 いっていいのが現状です。また同じ万法てI他

 の,串、種も生産できるといわれていますが,イ
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 シダIイの大敗を考えますと無手1頁ことの配慮が

 必要な気もします。[ド,同じ失敗を繰り返

 さないように水質,餌料および飼育管理等の

 各方.血からの険討をけなっています。また,

 図1は/町・牛昨された7クイの内の1槽の成

 長と歩留りを示したもので,他の水槽も似た

 前線を描き,これが一般n勺なのですが,ll,側

 的な歩刊りの庁1」LをH耳11して篶肉ミンチσ)代

 りに配合飼十斗て」資して後'トを飼育してみる

 計画も練られています。

 舳麦に.何、たらば五…殖用と放流川の柱咄を

 ̀仁1イニしているわけてすが,借に■1i市の配布は

 イ」一償のため,細心の庄一音を払って〃↑を期す

 るように努めていますか,[一意に解決しなけ

 ればならない1-l1迦か2,3ありそうてす。そ

 のひとつは'L確な'1一致で,人皐の平1直苗を均叫

 固で正確に引数することは非市に困難なこと

 ですが.こIく一般的で.損ルか小さいといわれ

 る』一ヒ軟口糾仏、すなわち50尾,或いは1OO尾

 wl一止で差をつけて一1二め正確に種苗を計数して

 数個のバケツに入れて・忙べ,これらと上・ヒ較し

 ながら.≡十数する方法によって山荷尾数を確.謁

 したのですが,こ0)目視計数かセンター側だ

 けであったため多少の行き違いを生じたよう

 です。しかし,正確な計数は出術の際の最も

 重要・な川録てIもあり.コレビューターを利用

 した光学的な計数方法を検討中です。次に,

 図2はやはり今η三年πされたマダイ出荷種苗

 の乍艮の度一数分布を2m巾のゲラフに示した

 一例です。この場合,Ψ均全長は26.3π別なの

 ですか,娘人は37.2〃〃,吊小は15.8舳でした。

 出荷n与の'1戸均舳数は乍岡苗の全長を示すよう

 な錯覚を起こしがちですが,実際にはこのよ

 うな人心の左が生じています。このll」型のゲ

 うフをムに寄せてlllを狭くし,高さのあるも

 のにする努力が必懐かと購います。また,こ

 オ1まで成⊥…が良い種苗は健康な種苗とされ,

 それでさほど!川瓢も生じていませんし、これ

 を不定する根拠もありませんが,数と大きさ

 の次に一要求されるのが健康な種苗の生.此てば

 なし、でしょうか。これが結果的には従来の歩

 榊り,或いは成上～を欠きく向ヒさせるものと

 確f.三します。しかし,師苗の健康度,或いは

 活力を外1,一的に間中.に半11足することはほとん

 どイく□∫能で,あま1)研究もされていないのが

 実情です。ただ,一部の研究訂の問では,種
 苗を網ですくって数秒間史気中に晒したのら

 に海水中に返し,24時間後の生残率でその活

 力を判」足しているようです。榊苗の健康度を

 客観的な数'j.=で表示できないものかと模索中

 です。(栽培漁業センター新谷)

20

頻
腹

10

10

 図1成長と歩留り(マダイ)

10203040

 図2全長のヒストグラム(マダイ)
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 貝類の配合 飼料

 アワビは魚類と異り、移動範囲が狭く,定

 着し易いため,放流地先での漁獲実績がヒり

 易いことなどから.41年以降本格的な放流唖

 苗として注目され,種苗生産技術の進歩とあ

 いまって近年著しい進歩をみせています。こ

 のため全国各都道府県において1事業所肖り

 10～l00万個台の放流用種苗が生産され、そ

 の放流効果も徐々にあがってきています。又

 現在,各地て設立または設立予定されている

 県営の栽培漁業センターではその殆んどがア

 ワビを対象種の一つにとりあげ増殖しようと

 言十画されています。その計画種苗生産数は、
 1事業所当りlOO～1000万個台となっていま

 す。アワビ椎貝の飼料としては現^1,天然又

 は養殖したア才ノリ,アオサ,アラメ,カジ

 メ,コンブ,ワカメなどの海藻を刈り取り稚

 貝を飼育しています。今後現(.より以上の量

 を生唾するには,当然適切な飼料が安定的に

 まとまって確保されねばなりません。

 飼料海藻の尻取又は査殖.する覚'力は大きい

 ぱかりでなく、海藻が枯渇する時期や飼牢斗の

 確保が難しい場所も多く,一万放流後の維貝

 は人榊ほど効果的である串か確認されていま

 す。このように,中問育成するため0)飼料効

 率の高い実用的なアワビ椎貝用飼料の開発が

 望まれています。

 雌近アワビ用配合飼料の研究開発か進めら

 れ,アワビがどの干!度の栄養を必要とするか,

 その一部が判明しつつあります。現イ1=まで判

 った栄養素の必要量についてその概略を述べ

 たいと思います。

 飼料中タンパク質の必要量については,昭

 和38年荻野ら(東水大)の研究が最初で,飼

 料中のクンバク含量は20%不■』渡であろうとし,

 最近一,北洋魚粉,大豆油粕などをタンパク.原

 料とした場合25%が虹少必要量と報告されて

 います。当場でも同様な結果を得てわ'〕.飼

 料中タンパク質の必要量については何れの機

 関でもほ㌧20～30%の報告で,それ以1二高め

 る必要はなく,海藻と比較して何れも良い成

 績を示しています。炭水化物の利用能につい

 ては,アワビがタ1ノパク含量が低く,炭水化

 物含量の多い海藻を摂餌している食性から大

 豆油粕など植物性蛋白を良く利用し,炭水化

 物利用能も魚類よりかなり高いようです。

 当場の結果ては,大豆油粕,α一でんぷん

 などを25%程度混合した飼料は,椎貝の成長

 を何ら異常なく維持しています・飼料中の脂

 質は生物のエネルギI一源として人切な栄養素

 で,これが不j⊥1すると炭水化物あるいはタン

 パク質がエネルギー源として消費され,飼料

 の効率が悪くなります。その意味で最低必要

 量を知ってわく必要があります。飼料に添加

 する脂質は植物怖と動物性,両者を併用する

 ことで効果が大きく,その必要量は棚ね3%

 手一度のようです。無機幅は生物にとって,特
 にアワビのように殻を形成する生物には不可

 欠のものです。残念ながら,これについての

 知剋は得られていませんが,無機塩を添加し

 ていない魚粉飼料て典常なく成長することよ

 り,工q粉中の無機質を利用出来るようてす。

 以上のように貝類の栄養要求は魚類と異な

 り,配合飼料の研究開発も魚、額よりかなり遅

 れてわり,現在緒についたばかりで末た不明

 な点が多く,今後,種々知見を得た上での成

 長,効率の優れた配合飼料の開発が望まれて

 います。(化学部黒木〕

一6一
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 鹿児島県沿岸の赤潮生物について
 近年一,合同いたるところで赤潮の発生がみ

 らオ1ています。この赤潮をわこすづラングド

 ンの種類は,分類学片によって多少の違いは

 ありますか,上見イ1-40帥類とされています。

 本以て赤棚とな/たつラングドンは8種類

 て・,53年に13件,5川1三に9件σ)赤潮発生があ

 りました。この赤沖月生、牛勿名をあげると～欠0)と

 わりてIす。

 1.緑山鞭1:・藻;ホル不リア(Uh`I川Dn`。■1肌。“1.)

 2.渦鞭1二藻;No`・1川1.・HI.ilh,ri。(夜)i独)

3.
4.

5.

 6.七‡

 7.1.需、

8.繊

藻
藻
■

 ;llo`・lll。.lillilI111八代刷

 ;Gll・y・l11州11・ly岬・uml

 ;ぺ1・川川nnl,1rl・H

 萎貞;Sk.・1■1unユ・I1㎜・・uH1Ht■IIH

 類;Tr王rh川一1・Rlni川nビrylhmトum
 虫;M舳・linillmr1山・1・llnl

 木原で・欠きな漁業被害をもたらす亦期生物

 は,1番のホルネリアと,3番'のコノクロデ

 イニウム八代可一1の2千1種類です。(リ買1反び2)

 まず,ホルネリアホ潮ですが,昭和52η三6

 月,」突然鹿児島湾奥を中心に発1佐じ,モジャ

 コ97フ]一尾,ブリ20万尾がべい死して,被害総

 額は約7億円にもなり,養殖伸業打は大きな

 損一.苫を受けましたO

 この書い経.験から,'I/場では鹿児島I湾の赤

 潮戸察調査を開始し,その結一刈ホルネりアホ

 陣月は.水温か23℃にヒ井し,塩分は28%。以ド

 の低かんとなって,ホルネリアは丸型から紡

 錘型細胞へ形態変化をわこない,海水1㏄当

 り,lO細胞以Lの出現状況を示すようになる

 と赤潮発生の危険忙があること等,ホルネリ

 ア赤潮の前駆現象をつかむことか出来て,赤

 潮戸知に大きな手がかりを得ることができま

 した。

 コ。フクロディニウム赤潮は,51年から例年

 八代海に面した大革と長島沿岸に発生します

 が,口今期は高水温期で,血分・濃度が30脇以ヒ

 になる7月から9月頃です。この赤潮の被害

 は,養殖,魚、をはじめ,チダイ,タチウオ,ケ

 チ等尺然、魚、にもおよびます。被害額は53年が

 最も多く1山1県あわせて1億5千万円といわれ

 ています。

 なお,。小潮予察調査採水プランクトンの

 検鏡をしていると,赤潮生物として.要注,意の

 (lymlln11illi㎜lll・・w,G.l1冊g皿s肌ki('65醐寺
 が出現したり、特に八代海ではホルネリアの

 出現が年々増加の傾向にあるので,今後卜分

 な監視が必要のようで一す。

 帖後になりましたが、私達は少しても赤潮

 が発生しないよう,海水の富栄養化の防止に

 心がけ,いつまでも安心して漁業が営むまれ

 るような環境を保ちたいものて・す。

(生物部荒牧)
写真一1  鹿児島湾のホルネリア

写真一2  八代海のコノクロディニゥム
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 ビンナガ漁場と海況

 春からリの竿釣ビンナガ舳業は,qビIンナ

 ガI何一と呼はね,口木近伽から西一辛子160百1～附

 近・までの北緯25～40度の海域が沌場で.

 ヒI一ンナカI北ヒ僻を対多.としています・

 榊稚吊はIii1線榊生易カ{開拓さバオこllH{11146η.

 J'.小斧ユ.昇・一頃斤1」を・」…し、51}は77丁一トンを

 .1L録したがサ521トは■1高線〃.上場0)爪叱もあっ

 て25「トンと急減し,そ0)後53「・ト)～

 30r卜.ノレ)〃で好,fこ沌.1を糾1越1」,,小`llも

 401'トニ(手出〕≡1-i〕て'1“(!.η三ではなか一た.、

 こ.し∫)上一一に近{1。は舳附佐“」』か十11」1めて∫くきく

 イ出Lノよため,■1業11から舳一〃)一1'ljい''1!./11'j二

 洲ヤイ11は易.11『一一シエとか倣く1坦十」」さハて(1る、

 これゴ、"I〃し1りに」一L1えろた一め,〃、]主も1州県ω

 ま)ろ小1'1山㍗{ヤ・,小一'1'..1」〔巧・柱4と」1,ll」1て汽,1」一1

 U川1㍗,1一三,一:識放冷てlllW1子1く喘.〃上島.珊{て柳

 、一1■1σ一」41一喝■■大1州フー{・.コ.1-1行する一'一」一、㌃までの

 〆{!〃粁1山で」1..1わハる一一Lレ)`.l1川・1年を1』山1■一べ

 く努ハ1いですか,ノrllllはギj丁1.蝪」「三1点と伽何リ)1し,」

 きについて十…、れてみます。

 ヒ“ンナガ〃1上易はflj一†113月111,卜一イ1」仁j'125'1,

 27〔N,139一「～140Ll・1附近をIい心とした小

 笠〃1三緋.〔占。)西、と錺榊上場ではじまり,表面水温i

 O)18㌧20.『(」'柵に形成され,海舳1勺には小

 笠原腓.o附近に北トずる暖流木リ)牝端部に斗11

 '『し}潮反流域との問に一一連の吸飲線を形1」k

 した海域で,この収歓線が爪肘を浮[二させる

 一つリ)班・門とな・ています。4～5月になれ

 ば20一(二の水帯は.1ヒ刺こ」ムかるか,これにつ

 れて獅場も伊豆列局沿いや紀南海域などσ)近

 海防戎と,34o～36oN,150'」～1550Llσ)河1

 合域に形成さオ1る。これらの漁.場は近一価では

 一枳潮流路の南側,沖合域は一㍗舳前線と親潮椚

 2分枝流が破触する伽域である。

 六句≡の近一海域の海況は数年来安定していた、

 紀州沖の冷水塊か衰退期に入り5川こは一11」圷

 .より利万`こt多主力し…員挿用済冊各はH本(オ』.L'こ士妾,正

 したため,櫛.場は舳;口50年以降形成されず,

 糸一1中・i次1.生易(30o～31oN,135〔～136い1・1)

 とり}けク1」馬東ブ」一σ)32o～33oN,1480～149o

 l・=カく1{〃」場とな・イニ(

 午まてリ).,.引`亡吊111一斗三ても紀州訥11に冷水塊がlll

 」1.'し」一.{榊かそハをj工1111して一十jσ川1合を～舳1一る

 l111には冊1、〃リ.「.㍉四側か担」'/∬1.上易て芹1」1寸1イ`1.場は～∬1

 上易とはならず(llH川52,54`ll),』五`こ一.1.そilll」1カ・l1

 木に帷」1'すハは紀一≒i〃,』易やfハ)列.“ハいては

 虫1㍉∫rl.上易とな一1ていた.上ってある。(H冊1148刈9η1〕

 舳㍍城''1'け身1よ一一⊥1榊I市線σ)ブ1…1主1こより、}湖か

 ら分同11した11引く坊や,測酬分111と流のつ一'J;1-r1.平11の

 一州何に子工,'1上易はるく形1」kさ;l1一,一」川Iくに。」:すよう

 1こ147〔'1・1と15ド1・llこピ}水力;あるカ㍉工{1上場は

 そ4し1、、o)11■f,■一一10)1一(ノkか£σ)1480㌔150`」1・=1{f・1

 ∬かに〃.場となrてし、た.。柿㍍城では〆(!.上場裸

 木に100〃』リ、縦0)小細を観測する州こより

 多くσ)好千一一{一μカ{'rIまハます〔

 この牛.長に榊.場,「三成には」具剛流路や糊潮分山五

 の允」垂が大きく影争」」,1するので樹、達、凋汽船では

 他船の情報等も多く7㌧干し,広い海域での海

 況を分析しつつ仰.場探索しています。1唯水温

 20(1の水温だけをH'などした凸=□σ)市場探

 索だけでなく.池況例岸みつつり二胞し,』一1業

 船の疫串の一つに応えたい'と購います.、

 (漁、一業部肥後)

 ̂13∫.線水温垂直〔5コ〕山5ヨ0)


